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中期経営計画の提出等について 

当社は、2018 年３月期から 2020 年３月期に係る中期経営計画を策定しました。 

つきましては、当該中期経営計画を記載した資料を提出いたします。 

 

なお、下記のとおり、当該中期経営計画について投資家向け説明会を開催いたします。 

 

記 

 

開催日時：平成２９年５月２２日（月） １３：３０～１４：３０ 

開催場所：公益社団法人 日本証券アナリスト協会 

（大阪証券取引所ビル３Ｆ 北浜フォーラム） 

 

 

また、当該資料について、当社のホームページに掲載にもいたします。 

ＵＲＬ：http://www.cluster-tech.co.jp/ir/news.html 

 

 

【添付資料】 2018 年３月期から 2020 年３月期 中期経営計画 

 

 

 

以上  
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2018年３月期から2020年３月期 中期経営計画 

 

１．今後３か年の中期経営計画 

（１）当中期経営計画提出時点における前事業年度の総括（計画の達成状況、成果及び課題） 

当事業年度におけるわが国経済は、企業の景況感が大企業製造業・非製造業ともに好転

し、中堅・中小企業を含め全規模での改善となりました。先行きの景況感につきましては、

トランプ大統領の政策に対する疑念や欧州での政治の混迷など海外経済の先行き不透明

感が増大しており、楽観視できない状況です。 

 

このような状況のもと、当社はナノテクノロジー技術を礎とした独自技術による新製品

として、先端設備投資事業の「ＬＥＤ用白色材料」とそのモジュールの展開および次世代

高密度デバイス用の高熱伝導性の絶縁材料「エポクラスター®クーリエ」の開発を進める

一方、既存製品の新たな展開とナノテク技術融合による新分野・新規顧客の開拓を推進し

ました。 

ナノ／マイクロ・テクノロジー関連分野での取組みとしましては、引き続き大手オプト・

エレクトロニクス機器メーカーなどに機能性素子部品を継続的に提供しています。 

また、他市場・他製品への水平展開による売上拡大に積極的に取り組んでまいりました

が、海外経済の影響から機器メーカーの試作・量産時期のズレなどが影響して、期初に計

画していました売上が大きく減少いたしました。しかし、多数の試作案件の受注があり、

量産移行による今後の売上拡大に寄与できるものと期待しております。 

マクロ・テクノロジー関連分野につきましては、重電業界向けの売上は、国内景気の先

行きが不透明で国内の設備投資も伸び悩んでいるため、わずかな伸びにとどまりました。 

しかし、高熱伝導性の絶縁材料につきましては、具体的な受注の成約には至らず、引き続き半導

体デバイスメーカーや産業機器メーカーへサンプル供給しながら事業を展開・推進しています。

「ＬＥＤ用白色材料」につきましては、市場の状況と要求が変化する中、技術課題の解決に時間を

要しており、開発品のマーケット・ポジショニング（市場における優位性）と課題解決時期の両側

面からビジネス継続性の見極めを検討しております。 

 

当事業年度のセグメントの業績は次のとおりであります。 

  ナノ／マイクロ・テクノロジー関連事業につきましては、成形材料および機能性・精密成形品な

らびにＰＩＪ関連製品の売上高は468百万円（前年同期比4.1％減）、セグメント利益は203百万

円（前年同期比15.7％増）となりました。 

  マクロ・テクノロジー関連事業につきましては、成形碍子用複合材料、複合材料成形碍子および

金型・部品の売上高は188百万円（前年同期比0.2％増）、セグメント利益は38百万円（前年同期

比4.5％減）となりました。 
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その他事業につきましては、医療薬品容器の異物検査事業などにより、売上高は17百万円（前

年同期比49.2％減）、セグメント利益は７百万円（前年同期比23.7％減）となりました。 

 

  このような状況下において、当社の対処すべき課題としては経営の黒字化および安定化が急務

であると考えております。具体的には、今期より以下の施策を重点的に実施してまいります。 

 

  ① 営業力の強化 

機能性部品で培った強み・特徴を活かし、他市場・他部品への水平展開を積極的に推進してま

いります。具体的には産業機器、監視カメラ、センサー、工業用プリンター、レジャー関連、固

形封止材料等の分野で売上拡大を図ってまいります。 

② 開発効率の向上 

本年４月から開発本部の組織を見直し、開発経費の効率化に取り組むと共に、顧客に密着した

体制に組織変更いたしました。これにより、開発、生産技術、営業が一体となって顧客ニーズへ

の対応・実現に向け推進してまいります。 

③ 経費の削減 

経費の削減の一環として、今期は役員報酬の大幅なカット（総額で約 35％）を実施いたしま

す。また、その他の経費についても見直しを行い、削減を実施いたします。 

 

（２）中期経営計画の概要及び策定の背景 

前事業年度の中期経営計画では、2017年３月期から2019年３月期（第26期～第28期）の３年

間における経営方針として「新分野融合と備蓄情報連携で事業拡大！」を掲げ、備蓄情報連携、既

存事業の再構築、新事業の推進を具体的テーマとして行動することといたしました。 

 

当社は高精度・高機能を樹脂製品に付加することにより、お客様の商品価値の向上に貢献して

まいります。樹脂製品の設計から生産に至るまでのプロセスをトータル的にサポート提案いたし

ます。また、独自のコンパウンド技術により、お客様のニーズにマッチしたオリジナル材料を提

案・開発・製造することが可能です。当社は樹脂複合材料をコア技術として一貫した技術と生産

体制を保有しております。この一貫した技術、生産体制を通して提案力、スピード、完成度の高

い樹脂製品を提供し、安定した量産構築、品質保証を行うことを会社方針（事業方針）としてお

ります。 

 

今回発表する2018 年３月期から2020年３月期（27期～29期）の中期経営計画は、「新分野融

合と備蓄情報連携で事業拡大！」をスローガンとし、備蓄情報連携、既存事業の再構築、新事業の

推進を引き続き具体的テーマとして行動することといたしました。 
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（３）事業の推進状況及び今後の見通し並びにその前提条件 

2018年３月期から2020年３月期における、機能性精密部品、高熱伝導性の絶縁材料、「ＬＥＤ用

白色材料」、パルスインジェクター®、碍子関連分野の内容および今後の展開の方向性等についての

概要は以下のとおりです。 

 

（機能性精密部品） 

当社は機能性精密部品の製造を主力としていますが、これとともに独自技術による多機能複合成

形材料も研究・開発しておりますので、両方の技術を使って高精度・高機能精密部品の要求に対す

る個別ユーザーのニーズに対応して差別化を図っています。また、業種の異なる分野でも、自社単

独でいわゆる水平展開が可能であり、オプト・エレクトロニクス分野のみならず、産業機器、監視

用カメラ、センサー、工業用プリンター、レジャー関連、固形封止材料等の分野で展開を強化し、

売上拡大を図ってまいります。 

デジタルカメラ向けの機能性精密部品は、今後も日米欧の市場に加えて中国・東南アジアでも生

活水準の向上に伴って高級一眼レフデジタルカメラ市場が緩やかに回復すると見ています。当社は

ミラーレスや一眼レフの分野で競争優位に立っており、引き続き売上に寄与するものと思われま

す。 

 

（高熱伝導性の絶縁材料） 

高耐熱性・高熱伝導性・低温硬化タイプの絶縁材料「エポクラスター®クーリエ」につきましては、

具体的な受注の成約には至りませんでしたが、引き続き半導体デバイスメーカーや産業機器メーカ

ーへサンプル供給しながら事業を展開・推進しています。 

 

（ＬＥＤ用白色材料） 

「ＬＥＤ用白色材料」につきましては、技術課題の解決に時間を要しており、開発品のマーケッ

ト・ポジショニング（市場における優位性）と課題解決時期の両側面からビジネス継続性の見極めを

検討しております。 

 

（パルスインジェクター®） 

パルスインジェクター®は、大学を中心として各研究機関（地域・行政）等の研究室等に認知し

ていただいたと考えております。最近は、再生医療や予防医療の方面だけではなく、診断医療、個

別化医療などの分野へも活用されています。また、ベンチャー企業や大学および各研究機関と連携

して各方面での研究についても実用化までにはまだまだクリアすべき課題がありますが、国内での

新産業創生とイノベーションにつながる市場として特に力を入れている分野です。 

 また、環境・エネルギー分野と情報通信・エレクトロニクス業界でも技術革新のスピードが極め

て速く、パルスインジェクター®がその一翼を担うケースがこれから増えてくるとみておりますの

で、当社がいかにスピーディーに対応できるかが問われます。 
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（碍子関連分野） 

碍子関連分野は、海外製品に浸食され苦戦を余儀なくされてきましたが、東京オリンピックに向

けた首都圏での需要を含め国内インフラ整備について回復の兆しが見えます。こうした状況の中、

電線の地中化に伴う樹脂絶縁部品の新規案件の他、従来からのセラミック碍子を当社の樹脂碍子に

置き換える案件や、樹脂碍子以外の重電機器部品における新規案件なども出始めており、引き続き

新規開拓を進めてまいります。 

 

２．当期の予算および今後の業績予想 

（単位：千円） 

  

  

2017年 2018年 2019年 2020年 

３月期（実績） ３月期（予算） ３月期（予想） ３月期（予想） 

売 上 高 674,571 800,000 900,000 1,100,000 

(前年比) △ 5.1% 18.6% 12.5% 22.2% 

売上総利益 249,936 294,396 335,000 402,450 

（売上総利益率） 37.1% 36.8% 37.2% 36.6% 

販売管理費 305,898 284,386 315,000 373,250 

営業利益 △ 55,961 10,010 20,000 29,200 

経常利益 △ 54,040 11,728 22,097 31,193 

当期純利益 △ 59,323 8,728 15,198 22,895 

参考① ： 2017年３月期は決算確定数字です 

参考② ： △は、損失を表しています 

 

 

以 上 


